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H 録

はじめに

牛込稿は、丈部平}苧省科学研究費特定領域研究 (B) C法化社会におけ

る紛争処理と民事百J法J (領域代去村山民維明治大学法学部教授)の大

きな村の 1つであるAOl班「況代日本人の法意識J (班長松村良之 lヒ海

道大学大学院法学緋究科教授)がA02班「紛争行動の帥究:法のT.題化

過程J (知長村111其維)と共同で行った令国法意識調査の基促となる理

論モテ明ル、リサーチデザイン、訓究h法、訓:食事構成の骨格を提供ずる

ことを日的と Lてし、る。
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現代村本人的法意識研究の用論モァルとリサ チデザイン

AOI班のデータの分析は、今後さまざまなモデルに基づき、さまざま

な技法を)IJいたものが下定されており、順次発表されていく下定である。

しかしながら、本調査ではかなり入り組んだリサーチデザインが用いら

れている c 従って、分析の前提として、リサーチデザインとそれに依存

した調査票の構成を明示的な形で述べておくことが必要だと考えられ

る。それによって、本訓去の批判可能性と客観性が椛保されるのである。

1.調査の企画と意図

川島(1967)以降、法d古識は 貫して日本の法社会学の中心的な間組関

心であった，しかし、Jllnが1，'<J処した資料は困ら経験した逸話的なデー

タが主であヮたし、その後{日頼性の高い大胤模な法吉、議制wが必「しも
千丁われてきたわけではない (:..:1叫印。このプロジェクトでは、 A02斑と共

同で全同胤模の{日頼性の両い制官県による謝脊を行い、第 Iに現代日本

人の法意識の全休像をより 般的な社会意識、価値意識との関係で明ら

かにし、第 2に、我が国において紛争行動に影響 tる基底的要因とされ

てきた法主p哉が法のT.題化、法使川とどのように関連するかを明らかに

するものごある

2. リサーチデザイン・調査方法

(1) サンプリング

持集|叶は全悼|成人ω)であり、サンプル数は25，014である c サンプリン

グの方法は 2段階州山ランダムサンプルで、州w地点は1，137地点であ
り、 1 地 I，~から 22名を住民某本fì帳もしくは選挙人名簿で系統抽同法に

より州出Lたハサンプリングは、 2004年12月から2005年1月にかけて行

われた'T'

牛込調査のサンプル数は25，014と通市の社会調査にJtべ非常に多くなっ

ているが、これは、 A02f;[の紛争経験JhjJ11':においては、紛争経験者、相

子方になんらかの要求を行った者、法的手段の利用者と段階を追うごと

に少なくなっており、そのための十分なサンプル数を停保するためであ

るハ i士E、識調査では、サンブ。ル数が多いことを考虚して後に述べるよう
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な丁一夫を Lている。

(2) 調査の具体的方法

ー込 門
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訓交のん法l土、 A02f;!E，~1 丘(紛争経験~"I先)は訓公民による幽按h式、

AOl班調査(法:ê:~故調査)は留め世き方式で行われたじ具体的には、 A

02班凶按訓告す〕際に、 A01班枠{め置き訓公哀を回答者に渡し、後tI~"r缶

員が副収に赴くとし寸方11、であるυ 留め置きとした主たる理由は、 11意

識剰在は、パーソナリティ尺度を合的、きまぎまな心湖沼Jj定尺度からなっ

ており、凶答も多くの場台、その強さを 6f牛尺肢で答えさせるというも

のが多く、，~杏員の読み卜 11式より、 R記式の方がすぐれていると考え

たからである。また、パーソナリテイ尺院についlは、凶答者にM答を

秘匿したいとし寸気持ちがあり、その点でも制官員の読み卜げ式より、

i3 ;;~式がすぐれている υ なお、フェ スシート汁1;分は、問題の性質に比、

じて、 A02閣の謝*柴の最後あるいはA01泊の前l在崇の最後に置いたc

(3) 実査と回収率

実査は200o年 2月から 3月にかけて行なわれたO 回収数(面接、併め

置きの両方に|ロ|字干した|ロl件再)は12，4郎、|ロ()[)(ネは49，ω%である η 一

見すると他の('<1程調査に比べて低いように見えるかもしれないが、この

調杏では、ランダム怜を厳しく確保するために、予備サンプルの使用は、

サ〆ブルの死亡、転再なとゴト常に限定的な場合に限ったためであって、

決して低いものではない，31。

3，モデル

まずはじめに、調査票を作成する際に想定したモデルを簡単に説明し

よう。 出ヲムI.~ として想定した法意識モテ明ルは|ヌ(- 1の通りである。この

モデルでは法吉、識を、 'L、理学、とくに社会心理学の理論に基づき法と法

システムに対する態度とt足えている。

ここで紹介するモデル(図 1参照)では、広戎の法意識は、モデル

|ヌ|の中で 1法知識・法関心、 u法胤範への態度、凹法制度への態度の 3

要因によって構成されている点線で固まれた部分である。そのうち E法

[:lJ 北法;j7(3. ;)34) lS:;O 



現代H本人的法立識研究の用論モァルとリサ チデザイン

規範への態反が、上記の狭義の法意識である。

このモデルでは、 lム義の法意識を独v変数および従属変数の両者とし
て使用しているc まず広義の法意識を独立変数とした場合、紛--'f1経験・

行動が1ft属変数として位置つけられる。つまり!ム喪の法意識が、人びと

の紛すI経験・行動にとのような影響を与えているかを示すものである。

他布、丘、義の法意識を従属変数と位置つけた均台、これを規定している

独立変数は、 V 般的な社会的態度、 VIマスメディアとのJ妄触、四デモ

グラフイック要肉、川 般的な社会胤範の認知、 1¥パーソすリティー、

の諸波数である c 各変数の内行を述べると次のとおりであるり。

[ 1 法知識・法関心]法知識とは、実定法の定める内容に闘する知識

であるコ他h、法関心は、法律問題や法制皮に係るニュースについて見

聞きした経験である c

[ n 法規範への態度]法規範への態度は、人びとが法規範をとのよう
に評{山しているかということである。このモデルにおいて法胤範への態

反は、 I契約に対する態皮、 Z法律般への態度、 3川罰に刻する態皮、

4権利に対する態度、からなる下司隅造を持っている η

草

五二一一惨豆町‘

九
図 1 法意識モデル

北法S7(3'S:s)lS29
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第 1に契約に対する態度は、契約についての①融通・厳格、③管理的・

白ヤ的、〈を昔遍・t，i定、 (4)不変・変化、〔ミ;イ1効性、 (6)1;:(頼性、ぐわ心理的
距離、の 7つの次冗における態皮を合成したものである。

第2に、法律一般への態度は、(1)進法精神とく志伝統的態度によって構

成されているハ遵法精神とは、どのような状川で法律を守るか、あるい

はに)らないかという態度を意味する。伝統的態度は、公的な権威である

法規範に依存する態皮である J

第3に刑罰に対する態度は、法の違反者に科されるiflJwiに対する態度

であるυ

最後に権利に対する態度は、!1h手IJを骨量するか、あるいは惟手IJをとの

ように行使するかといったことについての態医であるι

[m 法制度への態度]法制度への態度は 3つの卜併の態度から構成さ
:!L(ζL、る U

第 1は、裁判制度への態度である。これは裁判への某本的信頼、(])

裁判所への心理的障壁、必物理的障壁、(1)伝統的態度から成り立ってい

る。

お2は、fr'護一軒への態度である。これは汁人評何に関する先行研究に

基づき、弁謹上への1)親しみやすさ、 C~ 社会的望ましき、予力動件、か

ら成 l)古っているとt足えた。
第3は、 J主判官への態度であるつこれについては、弁説上への態度と

比較するためにそれとI，'Jじ指標を使川し、裁判l'口への③親しみやすさ、

②社会的望ましき、，)力動件の 3Y;()しから成り立っていると捉えたっな

お、木調査では、弁護十・裁判J'口と比較するために、大企業の重役に対

する態度も尋ねられている c

[1V 紛争経験・行動]紛争経験・行動と法意識は相~に影響し合って

いると考えられる}まず法窓識が従属変数である場合、紛争経験・行動

の中で、われわれのモデルに影響するのは、①過去の紛争経験の右無、

ヨ〉トラブルの深刻さの程度であると思われる。それに対L亡、法意識を

独す変数とした場合には、紛争経験・行動が従属変数となる。

なお調査のIwl芥苫が天際に経験した紛争の詳細については、 A02班f日

~O)紛争行動川先において尋ねている。また回答者すべてが実際に紛争

を経験していたわけではないので、調査においてはトラブル状似を小話

[:iJ 北法;j7(3. ;)32) 1528 



現代村本人的法意識研究の用論モァルとリサ チデザイン

で設定し、それについて被害者が向分で交渉する場合や、調停制度や主主

['1) を利川する場合の行動を~l伺させる設問を設けている。この間は恭本

的には、 Iw[:{午苫の言語的表山と Lての選対 (RcalPrcIcrcnccに対する

Stated Prefereoce) を測定していると考えられる il(li

[V 一般的な社会的態度] 般的な社会的態度は、 1秩序認知、 2jffi 

広的・保守的、 3おト意識の 3つの卜iすの態度から構成されている。

第1の秩序認知は、 l工1紛争についての考え方、(号罪に刻する態民、ヨ)
[U界制、から成り立つものである。それぞれについて詳しく述べると次

の通りである。まず⑦の紛争についての考え)Jは、 !a)i紛平についての解

決の結果、(い解決方法、 1，C可青緒的な態度、 (diピアグルー-;の存在、が影

響していると想疋したυ 次に、必罪によ、lする態度については、素朴道徳

担!が影響するとしたc 最後の③[U界飢については正当!日界信念が影響す

るとftえたu

第 2の進歩的・保守的は、社会生活卜の新しいことを受け入れる態度

を有するかどうかを意味しているυ

第3のお上志訟は、①公共性を国家概念と同 化して捉えているかと

いう意味での福引|判家への支持と、必専門家に依存することの 2次元か

ら構成されると捉えたっ

[Vl マスメディアとの接触]

マスメデfアとの按触については、テレピや新聞などでニュース?骨組

を見る科皮が影響すると与えたc

[¥11[ 一般的な社会規範の認知]

般的な+十会規範は、必ソーシャルヰャピタル、 C?)道徳観を台成した

ものと十足えたハ

第1q)ソーシャルキャピタルは、(i)IIlJ内会への加入の右位、 (2}h恵性、

③共同体感情、④ソ シヤルキャピタルの信頼性、必共同体内の紛下解

決、主37共同体外の紛争解決、の6つの側凶からなる。

第 2のjE位、観は、 jE位、に対する態度である。なお支際の質問において

は、道徳の典型として約束を取り卜げ、それに対する態度を測定してい

る

[1X パーソナリティー]

ハーソナリティーとしては、 cr権威王表、③集回主義、③心理的負債
北法57(3. S:U) 1527 [6] 



感、④白己効力感、が;j};タj[llすると考えたo

[Vll デモクラブイツク要因等]
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デモグラフイ Yク要因等は、ゴ}j!ヰ別、年齢、 0)宇F妻、⑧収入、 0)信

仰心、⑥居住地レ〈、から構成されている。

4.調査票の構成

AOl況の部分(法立識前l在)は留め置きR記式であり、サンフル数は

25，014である。サンプル数が多いので、調査票は 1通りではなく、以下

のような方式で11パ ジョン(本稿では嗣杏票の種類をパ ジョンと呼

ぶことにする)の調査票を作成した。以下、それが全休としてどのよう

に構成されているかを説明する c この点は、サンプルが紛争経験者を拾

うために非d市に多くなっているがゆえに、本法意識調査でて夫した点で

ある c

11パ ジョンのうち 1パージョンは、円本丈化会議(1982)の追試を U

的としたものであるが、それについての説明は本稿では省略する η

残る10パージョンの調査票については次のようなこ与えに基つ、いて作成

したれ

l名の回答者に対して、調企票が長くなることは、回答の信頼性を確

保するという仰点から避けなければならないっ信頼性を考慮すると、想

定される最長の回答時間は30分程度である c そこから、 lつの調査票の

最大原円数は80項円くらいであろうと推定される (1よしかしながら、

質問項甘を単純に複数のグループに分割し、各グループごとの設問から

なる引なる設聞を掲載した複数の調査票を用いる(複数の調査票の完全

な縦割り構成)というん法を取ると、縦割りにされた異なるパージョン

に合まれる間相互の関連が探求できなくなるという問題が生じるじ

従って、宇日行の設問項目聞の分析が可能になるようにしつつ、 ，~J 食事

のパージョンを増やLて全体の設問数を情やさなければならないc その

ためには、技術的にはいくつかのん法が考えられるが、我々は以卜のよ

うな方法によった}

その具体的な干JII!lは以卜の通りである。

モデル(図 1参照)を主主考にしつつマスター設問頃リ(パージョン

[7J 北法;j7(3. :J30) 1526 



現代村本人的法意識研究の用論モァルとリサ チデザイン

のいずれかで必ず尋ねる設問頃U)を作成した(設問数133問。ただし、

別途説明するンナリオ実験による設阿を除く)c マスター質問項目は衣

3 c調査頃U一覧」として掲山されている l.l:!.1f 1ヘなお、表 3 c調

伝項目一覧」のローマ数d了'は、モデル|刈のローマ数d了'に対応している c

以下、調査票の構成は若干複雑であるので、表 1、2によりながら、

訓台哀の構成を説明する。

(む マスター設問頃Uから、よべてのパージョンに含まれるべき設問と

考えられる某本的な設問を22ry日拙附した。それをここでは AALI

と名つ、ける。そのことによって、 I群のまとまりのある尺度項Uから

それぞれ代表的な正H=iA;i干が選ばれることになヮたc

(2) 基本設問 (AALL群)以外の残った設聞を、モデルに従って表 l 

のように、 A02群からA06群まで 5群に分領する n

0) AALLには設問数が多くなりすぎるので入れることができなかっ

た、第2順fすの某本的な設問25附をA02-A06から選び、 AOl群にま

とめたし AOI群設問は、 A02群 A06群から除去されたのではなく、

A02群 A06詳にも A01詳の百世間が浅されている(なお、使1f的な即

由で、 25問のうち、五聞は1¥01群のみに出現する設問であるんその

ことによって、 A01群を構成fる設問(ただし、上記日間を除く)は

それ以外の設問 (AALL群を構成する設聞を除く)に比べて、出現す

る調脊禁のパージョンが多くなり、それらが基本的な設問であるとい

う趣骨を満たすことができる c

④ この段階では設聞はAOl群 A06群の 6つの詳に分けられている

が、 6群からの細み合わせで調査票を作ると組み台わせの数が多くな

りすぎ、調査票管理上適当ではない。

すなわち、 6君「から 3群を組み台わせた均台、組み合わせの数は、

6C3=6:/(3! X3!)ニ2りである。また、この場合には、 1調査票の設問

数も多くなりすぎるけ君|に加えて、 AALL計の設問がすべてのぷl

査票に情かれるしまた、 G砕から 2砕を組み合わせて調査票を作成

するという右法では、特訓清うEEの設問主主は適11.:td:数になるが、 6C2二6'
I(ど X4!Iニ15であり、 15種類調査票ができて、なお、調査票の積類(つ

まり、サンプ)vO)グループ数jが多すぎると考えられ、ぷl交票持r!!!卜

不都合である c

北法57(3-52:>)1525 [8] 
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⑤ 我々としては、適正な組み合わせの数として、 K票(現代日本人迫

試)を除いて、 J);jJ伝票を10種類に収めるべくさらに上ラたした。そこで、

5詳から 2併をとる組み合わせは10であるから (cC 2=0! / (2: X 3!) 

二10)、6析を 5割にすることにした。そのん法も技術的にはいくつか

ありうるが、ここでは、 A06併の設問をA02詳 A05群にJ@守分配L、

全体の群の数を 5に押さえたc また、この手続は、 A0211f-A05析の

うち、設問数の少ないところにA06棋の問を多く訓 1)振ることにより、

設問数のばらつきの調整にも常与することになったc

その具体的内科は表 1の通りであるι

(り〉 次の千取は、 A01群 A05群の日群から 2群「つを組み合わせて、

調査票の全10パ ジョンA-Jを作るということであるじなお、すべ

ての制在京に AALL群の設問は入れられている c

そのすべての細み台わせは、表 Zのようになる c そして、表 2 

を見ればわかるように、 A02群 A05君干の設問は、 10パ ジョン中、

4iBJ出」見するじまた、 AOI群の設問は、 A02群 A05群のどこかと重

複した問であるから、例えば、 A01祥あるいはA02詳の少なくとも 1

つが出現する場合の数が7であることから容易にわかるように、 10

パージョンのうち 71口|山現よる(なお、先ほど説明した日間を除くん

なお、 A01群は、 A02群 1¥05群と設問の重複があることになるが、

天際の調脊禁の印刷においては、 AOl群と A02群 A05詳の設問の重

複は月1ii'iされてし、る。

⑦ さらに、我々は、シナリオ'1::験に慕づく小話設聞を 3問用志した。

[9J 

それらは、操作される変数の組み台わせの数に合わせて、パージョン

A-J iこi直守分配Lたハすなわち小話7ア掲山されたA-Jがそれぞれ、

個々の実験条件に対応していることになる。
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表 1 調査票設問項目 AALL群 A06群

1¥1¥LL群 全22~M (性別、![イi、イ|収の質問を含む) (A01-A05質問群とは

亘複なし)

主民な設問をマスター設問項目から抽出

A01群共通項目(治2順1ずの重要な l世間2 全25問)ただし、 25問'1'、 20問

はAり2-1¥0日と，"111して掲山されているが、 5問は ¥01にのみ掲山

A02群 1 -1法加iiiR 5問

T -2 i1、関心 5問

V1マスメディア 1附

町 i裁判制!えに対ずる態l支 1011 )問 110問1[I 1間がA01に亘複し

て含まれているという巳味。 以十|可じ)

L¥集同キ兵 4 (2i問

K権威上義 6凶問 全日I同

A03tf IIーl契約に対寸る態度 811 !問

四 日約束に対よる態l支 8問

町紛争体験 5阿

国道他間 i間

咽帰属集出 3同

も紛争に対する態度 5 ，:1制

V1，ロ仰心 1問
Illiソンヤル・ 1ーャピタル 2，:1 i附 ヤ33附

A04群 IT-2i1、律般への態l支 1印:li間

11-3刑罰への態度 3問

ll-4権利への態度 131，2制

V素朴道徳感情 1問

¥' j卜当世界信念 引 'm~ 全31附

A05群町 2専門家(弁議士)イメジ 円U:I問

皿 3専門ま(裁判 J同)イメージ 5 (1 '1問

皿 4重役イメージ 5問

V巾民的l'1 111への態度 引1)同

区 L、埋的負債感 3 (1)問

K向己効力感 fi t2)問 全部同

ACヲ群 Kパーソナリティ 19間 九 般的な干十会的態l支 19問

1\ 05群の問はすべて、(~)のステ y ブで A01~ A05に分割されるつ

北法S7(3'S27)Ei23 [lO] 
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i附，，'己

表 2 設問項目の組み合わせ

嗣企崇 質問項目群

A AALL 1¥01 j¥02 

E Ai¥LL A01 AIJ3 

C Ai¥LL AOI A04 

口 AALL 1¥111 j¥OS 

E ./¥1¥LL 主02A03 

F ，eALL 1¥112 j¥04 

G 1¥1¥LL A 0'2 A 05 

日 AALL A03 A04 

I AALL A03 AIJS 

J ./¥1¥LL 主0，1A05 

5.調査票AーJパージョン作成の意義

4 に述べたようにかなり禄雑な)j法で、調査票のパージョンA-J
を作成したのそれは、設問J頁円を完全に縦割りにして構成すると、縦割

りにされた別のパージヨ〆に含まれる問中日Tr.の関連が.yi~求できなくなる

ので、そのようなことはないようにするための最善の方法はどうすべき

なのかという観点から決められたのである c すなわち、出現頻度の少な

い設問でも 10パージョンのうち 4パージョンには山現し、それぞれ別の

組み合わせで設問が坤め込まれているので、欠桜伯処理のシステマ

ティックな方法を利用することが日l能なのごあるのこの点は我々の研究

の(調査の技法において)先駅的な I.r:cであると白負している。

6.マスター設問項目について

マスター設問項目を一覧できるような形で、表 3 I訓告項目一覧」

として整理してある、表 3について説明Lょう。

(1) 全般的説明

第1に、設問はモデルド|に従って整理されている(べーン IRIS:1ftのロー

マ数字が、モデル図のローマ数字に対Lむしている)ハ従って、現'丈の調

]
 
-i
 
[
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査票での掲山順序を以映するものではない。

第2に、{，J録を見ればわかるように(訓告票Aパージョンが掲附され

ている)、設問は間というリード丈からなるj日間と、それを構成する何々

の小間からなっている。表 3で、大問、小阿とあるのはその意味であ

るハなお、大間のリ ド丈には、 '0は(1)から(*)のそれぞれについて
1つずつ」という記述があるが、それは1(-3では省略されている。

第3に、 A-Jとある手IJはとの小間がとのパージョンの調査票に掲山

きれているかを示している部分である。 例えば、最初Jの小間(立記につ

いての知識を問うたZ主問)は、 A、E、F、Gに、 12(1I、 14(1 i、12(1 i、

H(l!とあるが、その窓 l床は、 A と F の ~m1!t崇では問12の小間 1 に、 E と

Gでは問14の小間 lに現れていることを意味するU

第4に、 SPSS変数という列があるが、それは、分析のためにつけら

れた変数名であって、調査票に掲出されているわけではないu

第5に、表 3の最絞の行に、 A-Jyヰハーンヨンの有効回格者数が

事副ずられている :11)

(2)心理尺度の利用

本調斉票では、法玄識に影響を及ぼ宇と思われる例人差変数をも考慮

に入れ、心理凡皮(パーソナリティ)-(.皮)を複数種類利川した。第 Iに、

V 般的な社会的態度巾の、 B10 06 01、B1010 01、B10 14 01、R

10 18 01の4項Hは、 11吋世界凡皮であるコ今聖子・桝(1998)の1，'JJ斗度(1 

Jt円からなるjを利用したれ

お2に、区ノミーソナリティ中の、 B1201 01、B1204 01、B1208 01 

は、相川・古森(1995)の心坦的負債感尺度(全18項日)のうちから、 3

項目を使川している o 1口118項目の中から、類似の項目を落として9項目

を巡び、学止をサンプルとした調査を行った。囚子分析を実行し、 1囚

千牲を伴75したトで、同千負荷量の多いものから 3項目を選んだ。なお、

若干の丈言の修正(，私は」を落とすなど)を行っている。

第 3 に、白己効力感については、成田他(1995) の特性的自己効力感J~

)jt(全23尻U)のうち、 6頃リを使用した(医パーソナリティ中の、 B

12 02 01、B1203 01、Bl205 01、Bl206 01、Bl207 01、Bl209

01)， Jl!U 選択の基準は以下の通りである。まず、今止調査で行った全

北法57(3. 52;)) 1521 [12] 
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23Jl'! Uのデータを因子分析(主因子法、ブロマックス1"1転、凶有イ声 1以

ト)にかけ、復数|刈チに負荷をする項目を格として|刈チ分析を繰り返し、

最終的に 3 因子解 (IOJßUJ を l~-たは因子の累積負荷量は58.74%) 、

第 11利子二は「計l白J'iG遂効力感J (1項目 α二 85)、第 2同チは「困難克

服効力感J(3JsU."ニ77)、第 3因子は「状川統制効力感J(3JsU 

α二 .72) とした。なお、質問項目はすべて逆転項目であるc本州也、で川

いた 6項Uは、これら 3囚了について、それぞれ図了負荷主止の高い 2j頁

FI-rつを抜:き出して付!用したハ

$4に、医パーメナリテイ巾の、 BII 01 01以下 4項リは、 Yama

guchi et a1. (1995)における集団主義凡皮(改訂版)を一部改変し、学生

調査やf備調査デ タの因了負ィ':;(ffi:の大小などを踏まえて、そのうちか

ら4羽円を選んだものである n集団主義については多くの州先があるが、

ここでは凶答者が属する内集IJIでの態度を問う項Uを、 f備調査の結果

を踏まえた卜で選んだ。また、予備前l杏では、内集団をイメージしやす

いように、「集I.JIJに代えて「グループ」や「友人」という用誌を用い

た質問丈も作成し相互比較したが、|口l符傾向に違いはみられなかったの

で長終的には「集|寸IJ という川請に統 した 1:，"

第るに、 Bl:l01 01以下6項円は、 i¥c1ornoct日1.11%0)がまとめ、そ

れ以米、梓威T義的パー ソナリティの)~度として、多くの改変をされな

がら用いられている F.Scalcから、学生予備調脊、 般サンプル予備調

査を経て、|大|了負術呈の大小や内容的な妥、汁性を踏まえて選んだ項甘で

ある。なお、オリジナルの F-Scalcには、現代では倫照的に11-当でない

ような項Hや百四L.)IJ語が古めかしかったりする項Hが含まれてお

り、訳山にあたっては、アドルノ (1950ニ1980:95-7) の先行訳も参考

にしながら、現代H本f十会にi高台するように注意を払ったc

(3) シナリオ実験

シナリオ'五駁はH重類ある}表 3のXシナリオA天駁lこ、 3つの小話

が、それぞれ芥条件計ごとに掲問されているが、1<からでは条件の遣い

がわかりにくいので、条件と調査票のパージョンの対比、関係を中心に、

ここで簡単に補足しておこう。

(i) 子どものけんか小話

[13J 北法;j7(3. ;)24) lS20 
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実験百11酉は4X 2の被駁l者間・内似合引liffiである。被験者間配帯され

た第 1安|対は、責任判断をする際の1'11断材料となる追加情報の種棋であ

り、コントロ ル条件(追加情報無し)/被害重大条件/管理苫過失条

件/被害者組11過失条件の 4水準である。被験者内配置された第 2安|吋は

石村他編著(1986) に基づく責任判断の認知過程であり、責任帰属/寅

伴負t!:iq)2水準である。被験者同条件と訓告、票。)パージョンの対応、関係
は以下の通りである(なお、被験者内条件は、パージョンにより内科が

異なるということはない)c 

コントロール条件(追加情報無し Aパージョン

被許重大条件 Bパージョン

管理者過失条件 Cパージョン

被7存者側過失条件 Dハージョン

(11) 中古車売買小話

実験計両は 2X :Jの被験者間計阿である c 第 I要肉は契約の相千方で

あり、デイ ラ /友人の2/)(準であるc第2要因は契約の形式であり、

口頭のみの契約/予付けを払っている/契約内脊を記したよと存を作成し

ているの 3水準である。条件と調査票のパージョンの対山関係は以いの

通りであるの

ディーラー/11頭条件

ディーラー/予付け条1'1

ディーラー/文吉条件

友人/口頭条1'1

友人/手付け条件

友人/止;存条件

(111) 空き地小話

Eノミージョン

Eノミージョン

Gノミージョン

Hノミージョン

Iノミージョン

Jノミ ジョン

実験百lliffiは2X 2 X 2の被験者間百|画である(第 1要因は共同体関係

であり、顔見知り/知 1)台いではないの2水準である。第2安|刈は所イ]

苫の窓思の明示であり、立て札の有無の 2水準である c 第3要因は、手11

川形態であり、家庭菜除1/遊び坊の 2水牟である。条件とぷl交票のパー

ジョンの対比、関係は以下の通りである。

顔見知り/すて札あり/遊び場条件

顔見知り/立て札あり/家挺来園条件

北法57(3-52:;)1519
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顔見知り/立て札なし/遊び場条件

顔見知り/すて札なし/家庭菜|索|条件

不知/立て札あり/遊び場条件

不知/liて札あり/家庭菜|剖条件

不知/立て札な L/遊び場条件

不支出/liて札なし/家庭菜|剖条件

7.調査票のレイアウト

DノYージョン

Eノミージヨ/

Fノ、ージョン

Gパージョン

HノYージョン

Jパージヨ/

ー込 門

i師 "光

制在京A-Jのうち、 Aパージョンをf、I主主としてそのまま白JII:Uしてい
るので参照されたい l](i

[lriJ 北法;j7(3. ;)22) 1518 
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1812 il3 川ぃ |勺出ぐにやめど，，;!，:今 1 cあてはまる

ι12 01司 |人i--fけをしても門つ品、その人i叫しを 16よくあてはまる
するよっに LてL る
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現代H本人的法意識研ずじのi乳詣モァルとリサ チァザイン

表 3 調査項目覧
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現代H本人的法意識研ずじのi乳詣モァルとリサ チァザイン

表 3 調査項目覧
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表 3 調査項目覧
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現代H本人的法意識研ずじのi乳詣モァルとリサ チァザイン

表 3 調査項目覧
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表 3 調査項目覧
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現代H本人的法意識研ずじのi乳詣モァルとリサ チァザイン

表 3 調査項目覧
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現代H本人的法意識研ずじのi乳詣モァルとリサ チァザイン

表 3 調査項目覧
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表 3 調査項目覧
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現代H本人的法意識研ずじのi乳詣モァルとリサ チァザイン

表 3 調査項目覧
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表 3 調査項目覧
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現代H本人的法意識研ずじのi乳詣モァルとリサ チァザイン

表 3 調査項目覧
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現代H本人的法意識研ずじのi乳詣モァルとリサ チァザイン

表 3 調査項目覧
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現代村本人的法意識研究の用論モァルとリサ チデザイン

i主
1 本プロンェクトではi1、意識を、社会心珂学心珂学の川語に翻訳すれば、仏

と法システムに"11 る t~度であると理解している。松村 (2ω'1:17ー18)参出 な

お司、意識を定託した代去的なものとして六本(1983:15-16; 1986: 193-196)がある。

c2 川局の法局、識についてσの)州究を踏まえての{法宅社会学における法色
意J弐Eについては、六本(1983)参照い 111島の法意識研完は理論的には深いイン

プリケーションを持つが(松十0.2削14:17-21参日夜)、実証的研究という同市か

らJ，J.ると、 i主雨的なデータであるということ以上に、行動から独、l~.ご法意識が

測定されているわけではないということが問題であるじ

'3先行制究として主なものは、河合・加族(2003)、加政・桜本(2005)、H本

文化会議(編)(1973，1982)である

(4) Hイメ丈化会議(1982) は、 H本人の困Rlt併究の 環ごあり、法学の問題

関心、とはキキ下のズレが見られることと、質問羽目。〕妥当性、信頼性の検討がι
「しも十分ではないことなどの問題があるが、*017可干[11紀前の、最も大県t0な、
そして、分析のF法としても両度なものを出いた(最少次元分析、数，!;lclt理論
など).Jf究 Eあるレ

出いられたデータ処理の技法が法学耐究者の理解を起えていたがゆえに、法

学研究者にはほとんど日|用されなかったが、 1~々は当時の法意識研究としと日

本丈化会議(1982)を;e:jく評価している。それゆえ、我々は今同の調存の中で、

同，~)査の追試も行っている。なお、その書評として松村 (1983) 参照。

第 2の諌題は、辺、立誠(iJ、と辺、システムへの態民j がiHJ動(紛争処珂lJ
動)の独JL変数であるということを両事lょとしており、基本的には川島 (1967)

の判」組みを前提としているように見えるかもしれない。しかし、態l支と行動の

関係はそのような単純なものではない。態度と行動の関係は、社会心期学にお

ける態度研冗のぷ題。)1つであり、この問題は別稿で山じる。

年齢の卜限は70ftとしたυ 近年老人 111帝を対象とする忠i意向丘、が増大して

いる。従って、老人ザ/プルを除外寸るのは(特にA02の紛争経験調査に悶し)

理論的には適切ではないかもしれないが、国接および伺め置き票記入の実際卜

の可能，'1 という同点から P"~ýトせざるを千写なかった。

なお、サンプリ〆グおよび実査は、(才十)'i'央珂査干十に委託L-C行われたo

，8 第2次予備調l't(!)段階久我々この特定領域プロジヱクトのメンバーが、

(社)中りと嗣査社の行う品目査員の，)¥)査に何カ所か阿行した付そこからの経験から

も、特に都内部では不在、担否が多く、子刊]jサンプルの充当の条件を厳しくし

た場合、これ以上の日収率は主主めないであろうひまた、調ftO)実査時刻が、お

れおれ詐欺その他見知らぬ人を対象とするさまざまな干口の詐欺がはやり、個

人情報保;正法が施行されるl時期とも市なり、同答荘が従前にl七べて社会調作と

称する訪問者に苦手滅的になったと与えられる一

北法57(3-491)1487 [46] 



ー込 門

i師，光

り，~J査~~'~0)構成を見ればわかるように、阿じ心理変数(例えば自己効)J!喜)

を担IJ;L-，るj品合であっても、調存票のパージョンによって、草木的なJMHから

のみなっているものと、比較的多数の設問を含めて構成されているものが併存

してし、る。

uω ワーデイングは、法思識回I祭比較叫究会，2001:46、設問 (18))を参考に

している。

:Ilj 本調存票は後にjÆべるように、jÕ l意的に答えることが期引きれている "A~

測定尺度が中心であり、 1~~あたりの日答時間は短いと年えられる。

1 Zj 留め1官主調存票の1m分には、性別、年齢が市l接U、の部分とZ昨夏して入1)、

また、収人(本人の収入と世帯の収入jは留め置き調ft票で尋ねている 3 本稿

では、ブエースンートの部分には触れないハ W-:1 r調菅原円 覧」からも落
としてある

1:1) A01維のマスタ l詰問項目作成に向けての下備品j査としては、 A02維と共

同む、全凶県似のランダムサンプルによる子仙調脊を 2同行ったじ

さらに、 AOllif強白の作業として、 200311'101Jから初日イイ112)Jにかけて、学

ヰ(~，法学部牛あるいは専門課和に進学していない苧牛)を凶答者とし亡、援

業の機会を利肘して、権利に刈「る態度(権利足、識j、裁判jに刈「る態度、法

曹に対する態l長、法と紛争に対する態版、その他各位パ ソナリティ尺I_~i世間

などからなる調芥票を配布、同収して分析という作業を、逐次的に調芥票を修

正しつつ繰り返し行った。実施校は、札幌同等石設学院、札幌大平、悌技大学、

北海道教育大学、 1ft，羊大学(両接託業)、北県学園大学、藤立子大学、北海道

大学、活Az女寸大学、1<1'苛市阪師会者ぷ専門学校、件川大学であるつマスター
ぷ問項円はその作業結果を踏まえ亡作成されたものであるι

なお、執筆(i"1'1らが担当する授業の他、いくつかの他の校茶でも担当教員の

ご理解、ご協}Jを得て行わせていただいている。この場を借りて、ご協力T向い

た、担当教民および、問符計になってJ買いた学生諸君へ謝丘を表した1.，¥，
:U) A-J各パ ジョンの有効回答数を台刑すると 11守270であり、これにK京
分(有効凶答数1，l:l8) を加えると全有効回1;(}:数12，408となる。

日 l なお、正当世界尺度、 'L、理的負債感尺度については、制(監修)(2001 b: 379， 

191-193) に、特性的自己効力感尺I_~ ，集同ーが主主尺反は、府(監修) (200!a:39 

41， 242-245) にもJJx主主きオしているつ
川原;l:はA1版であるわまた、色は白ではなく、薄い色(レモン色、新草色、

肌色)がつけられている{

引用文献

Adorno. T. W. et al. (1950) The ".1utl附 1何rumPers01泊代恥 N.Y. : Harper 

アドルノ， T.W. (凶I[IJt久他司;) (]9S0=1980) I梓成羊表的パ ソナリテノ 1

[47J 北法;J7(3'4DO)14閉



現代村本人的法意識研究の用論モァルとリサ チデザイン

白木書!山(早i代社会ザ大J、約12巻)
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論

付録

第8058号
A 。暮らしと法律についての全匡調査 。

平成17年4月
(調査企画)明治大学 活と社会科学研究センター

(調査実施)社団法人中央調査社

|支局番号 l地点番号|対象番号|

|I I I I I I I 
点検者名

「ご記入にあたってのお願い

あなた様ご自身のととなどについて少し立ち入ったこともお聞きしますが、統計的に分析すると
とが目的で、他の目的にはもちいません。どうか、ありのままをお答えくださいますようお願い
いたします.

アンケートは、黒又は青色の鉛筆・ベン・ボールペンでご記入くださいますよう、お願いいたし
ます.

質問番号順にお答えください。質問の中には、一部の方にだけおたずねするものもありますが、
その場合は指示に従ってください。

お答え方法は、あてはまる回答についている数字をOでかこんでいただく場合と、マスの中に数
字を記入する場合があります。

欄外のG⑪などの記号は、コンビューターで処理するときの記号ですので気になさらずにお答え
下さい。

ご記入いただきました調査票は、--"L一一旦L上に私一一一一一ーが受け取りにうかがい
ます。
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現代日本人の法意識研究の理論モデルとリサーチデザイン

問2 あなたは「法律』や『権利Jをそれぞれどのようなものだと思いますか四次の各文章について、
もっともあてはまるものにOをつけてください。 (0はl1lから (9)のそれぞれについて1つずつ)

⑭ 

⑮ 

⑮

@

@

 

⑮

⑫

⑬

 

⑮ 

ま

そ思わっ

ど
ちど
そ
強くつ ち う

たく
そ思わうかいとら

由b、j思う
思そっう

思わそう な

そ思ううえばいと
しミ

な
ないえばし3

11) 法律を破ったと吉、強制的に従わされる 2 3 4 5 6 

(2) 人びとは、社会の秩序を維持するために法律を
2 3 4 5 6 

守っている

(3) 法律を破ったのがばれなければ守らなくても
2 3 4 5 6 

よい

(4) 法律があればトラブ)j，が起きたときに楽である 2 3 4 5 6 

(5) 人びとは、罰せられることをさけるために、法
2 3 4 5 6 

律を守っている

(自) 権利を主張して、まわりの人とギスギスするべ
2 3 4 5 E 

きではない

(7) 商品を買って不良品だとJ思ったら、自分なら黙 2 3 4 5 E | っていずに消費者の権利を主張する

(8) 財産のある人は権利に敏感だろう 2 3 4 5 自

1
1日) 権利の主張は正義にかなったととだ 2 3 4 5 自

問3 あなたは「裁判」をどのようなものだと思いますか。次の各文章について、もっともあてはまる
ものにOをつけてくださいロ (01;t(1)から(10)のそれぞれについて1つずつ}

@ 

@

@

@

@

@

@

@

@

@

 

ま

そJわう思 かちどり
ちど
そ
強くつ う

たく

Jそわなう恩いと

から J恩つ
そ思うつ

思わなそう
な そと
し当

思うういえば
しミ いえ』ま

III 裁判所はすべての人々に、正義にかなった裁判
2 3 4 5 自

を保証してくれる

(2) 裁判所という場所に行くこと自体なんだかこ
2 3 4 5 6 

わい

(3) 裁判に時間がかかるのはしかたがない 2 3 4 5 s 
(剖 裁判になったら裁判官にまかせておけばよい 2 3 4 5 6 

(5) 裁判をおこすにはよほどの決心が必要だ 2 3 4 5 6 

(6) 裁判では、自分たちが熱心に主張すれば、裁判
2 ヨ 4 5 6 

官はわかってくれるだろう

の 裁判に多額のお金がかかるのはしかたがない 2 3 4 5 E 

(8) 裁判になったら弁護士にまかせておけばよい 2 3 4 5 E 

(9) 裁判の結果には、不満があってもしかたがない 2 3 4 5 E 

1I0l 裁判は、当事者や弁護士が中心ではなく、裁判
2 3 4 5 6 

官が中心となって進められるべきだ
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論

間4 あなたは「弁護士」、 「裁判宮」という職業をどのようなものだと思いますか。次の各文章につ
いて、もっともあてはまるものにOをつけてください。

(0は111から 141のそれぞれについて1つずつ)
ま

そJわなっ思
ちど ちど

そ
強くつ う

思わたそうく そ息わうかいらと
かり 思う

そ
う

しミ
思そうういえばと

思う

な
ないえf;j' し、

111 弁護士はトフプルの時は自分の味方になって
2 3 4 5 6 

くれる

(21 弁護士という職業は好感が持てる 2 3 4 5 6 

131 裁判官はトラブルの時は自分の味方になって
2 3 4 5 6 

くれる

141 裁判官という職業は好感が持てる 2 3 4 5 自

@

@

@

@

 

問5 次の文章を読んで、質問にお答えください.

… …………伊一…b吋，……….hs………ラ一一一一一………吋…………"……………〆一………………………沙……一一一抑………………ル吋……………身………………山………………W山仙…………"吋…………Jポ一一一…W吋………W町……W吋…W…川…………吋……W……"…グル一〆一…砂…………抑…………，山……n…………山………，仲町…砂山…"町v叩"砂〆~Aさんが道路を歩いていたら、知らない人の乗っている自転車が後ろからAさんにぶつかり、 A
jさんは転んでけが(全治2ヶ月の骨折)をしてしまいました。 Aさんは、自転車でぶつかった人;
l に治療費を払ってもらいたいのですが、その人は払おうとしません。~
………';/;，…一……………………一一

このような場合に、 Aさんが次のような行動をとることをどう考えますか.

(0は111から 131のそれぞれについて1つずつ)
ま
望ま ちど ちど 望ま

と
つ て

言

し
かb 由b、

し 望も
なく

しミ

望まいと と
ましし当 しミ

なしく なし〈えば 望ましえば
し込

しミ しミ しミ

111 自分で父渉する 1 2 3 4 5 6 

121 家族や知人に交渉を任せる 1 2 3 4 5 6 

131 弁護士に交捗を任せる 1 2 3 4 5 自

@

@

⑮
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現代日本人の法意識研究の理論モデルとリサーチデザイン

問6 以下のさまざまな文章について、あなたの考えにもっとも近いものにOをつけてください図
(0は111から 1101のそれぞれについて1つずつ)
ま

そ思わう

ど

ちかどら

そ
強くつ

そちから Jう思うた そ
く

思わういと
う

恩そ な そと 思
わう しミ

思ううえ』いま
う

な ないえばし、

111 争いごとは円満に解決することが大切である 2 3 4 5 自

国立と私立を比べれば、病院にしても大学にし

{2) てもなんとなく国立の方が信頼できるような 2 3 4 5 6 
気がする

131 この世の中では、努力はいつか報われるように
2 3 4 5 6 

なっている

141 政府は私たち国民を守ってくれて当然だ E 3 4 5 自

151 争いごとになったときは、誰かに聞に入っても
2 3 4 5 B 

らって問題を解決するのがよい

161 人の生き方が自分の生き方と異なっていても
2 3 4 5 B 

それに口出しすべきでないと思う

171 なにごともお上にまかせるという日本人の姿
E 3 4 5 6 

勢が日本を悪くしてきたようにJ思う
181 トフプルになっても専門家まかせにしてはだ 2 3 4 5 s 
めだ

191 なにごとも、自分でしょうと思わないで、その
2 3 4 5 6 

道のプ口にまかせた方がよい

1101 なにかにつけ、人と対立するような人が増えて
1 2 3 4 5 E 

きたように思う

⑩ 

@ 

@

@

@

⑮

⑮

@

@

@

 

問7 ここでは、あなたが普段の集まりの中でどのように行動するかについておたずねします。
以下の各文章について、自分の行動や考え方にもっともあてはまるものにOをつけてください.

(0は111から 141のそれぞれについて1つずつ)
あま あ

いばど てばあちど九
あ よ

てつ て あち ては あく
はまたく は てら ら

ま はかはか ま ては
なb なら まとまと る

らいるい ま
し= し当 なええ る

111 集団の仲間と意見田平致を生じないように
2 3 4 5 6 

気をつける

121 集団の仲間の望むように行動する必要はない
2 3 4 5 6 

と思う

131 自分の集団がまちがっているときには、集団を 1 2 3 4 5 B 
支持しない

141 集団の仲間と意見がひどくちがっているとき
2 3 4 5 6 

は、仲間と反対の意見を主張する

@

@

@

@

 

4 
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論

問8 以下の各文章について、あなたにもっともあてはまるものにOをつけてください。
(0は(11から (31のそれぞれについて 1つずつ)
あま あ いばあちど

ばあてはまかちどとら

あ よ
てつ て て

あく
はまたく はま てら はま

lまら主力しと
て

b なb る l立
な るい ま
し当 し当 なー え る

(]) 人ににしおていごっるてもらったら、次は私がおごるよう 2 ヨ 4 5 日

(21 非と常は思にやわやないこしく見えるととには、手を出そう 2 3 4 5 6 

(31 すぐにあきらめてしまう 2 3 4 5 自

@

@

@

 

間9 あなたは次のような考え方をどう思いますか。もっともあてはまるものにOをつけてください.
(0は(11から (61のそれぞれについて1つずつ)
ま

そ思わう
ちど ちど

そ
強くつ う

たく
思そわうかいとら

から 思つ
そ

恩わなそう
な そと 思つう
~， うい

しミ
ないえば 思うえば

111 親こやど学も校はのし先つ生けにられけっるべしてきだきからわないように 1 E 3 4 5 B 

(21 悪と、い習ま慣とにもそな人またってちいとたはうり、ま行く儀いがく悪はずい人がたなちい 1 2 3 4 5 B 

(31 な不平るはをず同わだないでだまって働げば、みな裕福に 2 3 4 5 6 

(41 世だかの中ら、にそは人ののよ能う力な力を超を信えた頼す力がる働べいきてでいあるるの 2 3 4 5 6 

(51 普よ通うなのまことともをなけ人っはして、親考友えやた血り縁し者ないを傷つける 2 3 4 5 6 

(61 人とはも、に若だんいだこんろはと社落会ち着に反く発ものしがだちだが、 年と 2 3 4 5 6 

@

⑮

⑮

⑩

⑪

⑫

 

問10 以下の文章を読んで、各質問にお答えくださいロ'………ノ.>'/'/'/_W，，，，，.. ，"'，，，../J/'/"/W，，，，，，，d>-h…………，..，"/".，，./…………… r 5-歳のAちゃん、 Bちゃん、 Cちゃλが、市が管理する公閣の砂場で遊んでいました.c-ちゃんの;
j母親が3人の面倒を見ていました。このとき、 Aちゃんが使っていたパケツをBちゃんが力ずくでi
i横取りしてしまいました.Aちゃんは怒って、砂場に落ちていたコンクリート片でBちゃんを殴っ3
1てしまいました。 Bちゃんは目の上を日針縫うケガをしてしまいました。 : 
'1...…………一一……………-'''''_''''''''''''''''''''''/""，'/hn'_/'/_#/I?h~''''''/'，………""'/~，

【次のベージの聞にお答えください】

[53J 北法57(3・484)1480



現代日本人の法意識研究の理論モデルとリサーチデザイン

lal Bちゃんがケガをしたことについて、以Fの人や市はそれぞれどの程度悪いと患いますかe
(0は(1)から 141までそれぞれ1つずつ)

惑全世なく
少悪し
ま か

非常
あま なり

に
しミ
悪あ
悪 悪
¥¥ し3

し当 ¥¥ 

111 殴ったAちゃん 1 2 3 4 5 

121 先に横取りしたBちゃん 1 2 3 4 5 

131 けんかを止められなかったCちゃんの母親 2 3 4 5 

141 公園の砂場を安全に管理していなかった市 2 3 4 5 

Ibl あなたは、 Bちゃんの治療費・通院費は、だれがどの程度負担すべきだと思いますか。
10は111から 141までそれぞれ1つずつ)
ま

ヨ負担するし》

あ 由、 ほ
つ

す程度負担る すな負担り

と

し負担たく 負担すんをど

なく
Fミ る る る

て きだ
ハミ ハミ ♂ミ

よ きだ だき だきい

IlJ 殴ったAちゃんの親 2 3 4 5 

121 先に横取りしたBちゃんの親 2 3 4 5 

131 けんかを止められなかったCちゃんの母親 2 3 4 5 

141 公園田砂場を安全に管理していなかった市 2 3 4 5 

問 11 以下の文章を読んで、各質問にお答えください。
~"，，_i7I/_'~吋町…一………m………"'''17"，..."…叩'…一………，i近所に使われていない空き地がありますE 地主は同じ町内のAさんで、近所白人と顔見知りです。 1
1その空き地には「私有地につき立入禁止」の立て札が立ててあり、その空き地の境界にはさくも作:
iってあります園その空き地は近所の子どもたちがかつてに遊び場にしています。
一 一一一一一一
このような状祝について、あなたはどう思いますか。あなたの考えにもっとも近いものにOを
つけてください。 10は111から 141までそれぞれ1つずつ)

ま カミ

かちどb かちどb 
かな

非常賛成
つ

対な反りたく 賛成り

反対
と と
し3 しミ

えば
賛成えば

反対

111 どうせ使われていないのだから、この程度使う 2 3 4 5 6 
のは許されてよいと思う

121 他人の所有地なのだから、勝手に使うことは絶
2 3 4 5 6 

対に許されない

131 地主は土地を使われたくなかったら、勝手に入
2 3 4 5 6 

れないように対策をとるべきである

141 るこのべ程き度でのはなこいとで、地主があれこれ文句をつけ 2 3 4 5 6 

@

@

@

@

 

@

@

@

⑮

 

⑪

⑫

⑮

⑮
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問 12 以下の文章は正ししミと思いますか、まちがいだと思いますか。もっともあてはまるものにOをつ
けてください. (0は(1)から 151のそれぞれについて1つずつ)

⑮ 

⑮ 

⑮ 

⑪ 

E
U
か
ら
な
い

6 

ま た た 正

カちす
.. ， 

ぶん
し

だとい
だん ，> 

思とう がちま
と正し と

思う 思うい J思う

し、

111 土地や建物は、法律的には登記のある人がその
1 2 3 4 

所有者である

正式の婚約といえども、男女の関係は自由な意

121 思に基づくものであるから、破棄するのは自由 1 E 3 4 
であり、損害賠償などを払う必要はない

131 たとえ子どもが成人していても、子どもが借り 1 2 3 4 
た借金は親にも返す義務がある

1000万円と書くつもりでまちがえて契約書に
141 100万円と書いて、いったん署名捺印してしま 1 2 3 4 
ったら、あとから訂正することはできない

151 日本において弁護士に頼まずに裁判を起こす
1 2 3 4 

ことは法律で認められていない
⑮ 6 

⑩

⑮

@

@

@

 

間 13 あなたは以下のようなことがらについて、おききになったことがありますかB もっともあてはま
るものにOをつけてください図 (0はl1lから 151のそれぞれについて1つずつ)

き た き き き 円了，> .. ; 
覚カ中身はえすたのはい

し3 しミ
た んき た た なり

はと
し当

少し こ かな こ ，> 
た 覚tえ立;ヵあとミ 党えりカと守

な ;: てがちま，> 
7あとうま EるぁE をt-'lJ...¥ 

なな
る v¥!t¥ 

「て111 数年後から弁護士の数が大幅に増えること 1 2 2 4 5 

121 条例で路上の喫煙を禁止している地域が
あること

1 2 3 4 5 6 

131 裁判員制度について 1 2 3 4 5 「瓦一
141 部の国では向性同土田結婚が許されて

ト一一一一

1 2 3 4 5 6 
いること

Is 151 消費者契約法について 1 2 3 4 5 

一
⑮ 

問14.あなたご自身についておたずねします。もっともあてはまるものにOをつけてください。

111テレビや新聞などでニュースをどのくらい熱心にみていますか. (0は1つ)
3 4 

ほとんど みているが 熱心にみている とても熱心に

みていない 熱心ではない みている

121同じ町内や、アパートの隣近所の方など地元の人とおつきあいがありますか. (0は1つ)

4 
ない あまりない ふつう かなりある 非常にある

7 

⑮ 
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現代日本人の法意識研究の理論モデルとリサーチデザイン

【再度お手数ですが、回答者ご自身の生年月と性別について記入してくださいJ
⑧~⑩0112 

F1.あなたの性別はロ

@ 2 女男

F2 昭和何年何月のお生まれですか.

仁ユ年己コ月生まれ ⑫~⑫ 昭和

@⑫ 

F3 あなたご自身の昨年1年聞の税込み年収はおいくらですか。 (0は1つ)

700万円未満
800万円未満
900万円未満
1， 000万円未満
1， 500万円未満
1， 500万円以上
わからない

3
0
1
2
3
4
5
 

1
1
1
1
1
1
1
 

なし

70万円未満
100万円未満
20日万円未満
300万円未満
400万円未満
500万円未満
6日目万円未満

'
E
内
，
晶
角
。
凋
届

T
R
u
e
0
7
z
。
。

F4.あなたの同居されているご家族も含めた世帯全体の咋年1年聞の税込年収はおいくらですか。

(0は1つ)

⑫⑫ 

700万円未満
800万円未満
900万円未満
1， 000万円未満
1， 500万円未満
1， 500万円以上
わからない

3
0
1
2
3
4
5
 

1
1
1
1
1
1
1
 

なし

70万円未満
100万円未満
200万円未満
300万円未満
400万円未満
500万円未満
600万円未満

1
2
3
4
5
6
7
8
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質問は以上です。長時間ご協力をいただきありがとうございました。




